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　目的　技術革新やそれに伴う社会構造の変化により, A々の生活･環境は大きく変わり.

生活意識や価値観も多,様化してきた。そこで２年間短大で学んだ学生が，被服学をどう受。

けとめているかを知るために，被服教育の期待及び日頃の教育の実態を知り,被服学の教

育内容の方向づけを探in たいと考えた。

　方法　1 .被服学をデザイン，材料，構成,消費科学,着装，管理，生活文化の７分野

に大別し，さらに各分野の内容をs項目に分類した。それらについて，･学生が短大の教育

で学ぶ必要性をどの程度に考えているかを，「非常に必要」, r必要」，「必要なし」の

ｊ段階評価で回答を求めた。　2 .上記の各項目について. 必要最小限の基礎約知識と考

えられる問題を。2題ずつ作成し，その理解度をみた。　　3 .調査対象は，学科目の履習度

との関係をみるために，被服学科と家政学科から／校ずつ選定した。対象校は受験情報誌

の偏差値が近似のものである。

　結果　1 .学生が非常に学ぶ必要があると回答している割合の高い分野は，着装及ぴ管

理関係であった。個々の項目では｡，材料関係の繊維の種類と性能，消費科学関係の表示類，

購入方法に必要度が高く，生豚に直接関わる内容を学習し1cいと望んでいる。　2 . 履習

した科目と必要度との関係は，管理関係以外は相関がみ石れ，履習科目数の’多いほうが必

要度が高い。　　3 .基礎的知識の理解度については，履習科目数のφないほうに「分から

ない」と回答している者の割合が高く，染色加工≫ 流通，既製衣料呼びサイズ，管理上の

問題の発生と処理，被服の起源に関する問題に顕著であり，開講科目との関係が大きい。
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